
【基本事項】＜リーデイングプロジェクトの位置付け＞

【第一次リーデイングプロジェクト期間における達成目標】

【事業計画】＜５ヵ年の具体的な取組内容＞ Ｈ Ｈ

【取組スケジュールの変更理由】＜前年度と当該年度取組内容の変更理由＞

 事業の縮小
 休止

前年度から当該年度の取組内容を
変更した理由

 事業の縮小
 休止

H29
産業交流拠点整備予定地周辺の地元説明会を行う。
用地事前交渉を実施する。

変更なし
予定地整備に向けて関係機関と協議・調整を行った。
次年度以降、事業の見直しも含めて関係機関との協
議・調整を継続する予定。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進

H28 基本計画を策定する。 平成29年3月に基本計画を策定した。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進

 見直しを行ったうえで推進

H27
現状の把握・課題の整理を行う。
施設のコンセプトを検討する。
基本構想を策定する。

現状の把握・課題の整理については、調査研究業務を
実施した。基本構想を策定し、施設のコンセプトにつ
いても明記。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小

H26 現状の把握・課題の整理を行う。
土地利用について法的規制があるため、現状の把握、
開発の手法を検討した。

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

 休止

 完了
 順調に進んでおり引き続き推進
 見直しを行ったうえで推進
 事業の縮小
 休止

年次 前年度に示した取組内容【変更前】 見直し後の取組内容【変更後】 当該年度の実績 進捗評価

H25 現状の把握・課題の整理を行う。
土地利用について法的規制があるため、現状の把握、
開発の手法を検討した。

事業の目的及び概要
都市計画マスタープランにおいて「交流拠点施設の整備地域」として位置付けた行田市総合公園周辺は、国道１２５号行田バイパスが通り、総合公園を利用する市民や本市を訪れる観光客によ
り交通量が増加しています。しかし、行田バイパス沿道には、食事ができる場所などのサービスが充実していません。そこで、国道１２５号行田バイパス沿道の土地利用を見直し、本市の特性
を活かした独自性のある各産業の交流拠点の整備を行う。

目　　標
（5年後に達成すべき状態）

用地買収を開始する。

開始年度 25 年度 終了年度 29 年度

施策 622 交流拠点の整備 施策
方針 62 地域資源の活用による、にぎわいが生まれるまちをつくる 方針

平成29年度　リーディングプロジェクト　進行管理シート 担当
部署

部 環境経済部
課 産業拠点推進室
担当 産業拠点推進担当

分野 6 産業振興・交流に関する方針 分野

プロジェクト名 A31 多機能交流拠点の整備

基本目標 3-2 市民と来訪者の交流がにぎわいを生み、快適に過ごせるまち 基本目標

施策の目的を実現するための手段


